














How to teach Thai Expressions of 'Change' to 












 何語であれ、動詞を核とする述語表現は最も基本的な文法構文の 1 つである。
汎用性に優れた動詞述語表現全般に関する体系的な知識の有無がその言語の運用
能力の高低を大方決めると言っても過言ではない。本稿は、神田外語大学アジア


















 本稿の構成は以下のとおりである。第 2 節で考察対象について説明し、第 3 節





表現は大抵、単音節の単純動詞に項名詞句を添えた SV 形（例：phɔ̂ɔ yím 父が微
笑む；bâan yàj 家が大きい）や SVO(O)形（例：mɛ̂ɛ khǎaj khanǒm (dèk) 母が菓子
を(子供に)売る）である。しかし普段の談話では複合動詞（例：yàj-too 大きい）




1 つに類義語の多さがある。類義動詞（例：khǎaj 売る、kháa 商う、camnàaj 販売
する）を適切に使い分けるには、細かい弁別特徴を把握し、個々の動詞がどのよ
うに使用される傾向があるのかを知っておく必要がある。類義動詞表現の教授法
開拓はタイ語教育の 1 つの大きな課題である。 
 タイ語の類義動詞の代表として変化動詞（変化事象を表す動詞）が挙げられる。
本稿では、Miller and Johnson-Laird (1976: 79)の「change 変化」の定義を採用し、
「変化事象」を「ある型や様式（ある程度一般化された抽象度の高いパタンの知
覚）が、時間の経過に伴い、異なる型や様式になる事象」と定義する。自発的変









(2001: 480, 819)の変化動詞リストと ราชบณัฑิตยสถาน (2013)が定義する変化動詞の語
義を参考にして、6 つの代表的な動詞(i) plìan、(ii) plɛɛŋ、(iii) prɛɛ、(iv) phǎn、(v) klaaj、
(vi) pen を選定した。複合動詞は、それら 6 つの単純動詞を構成素とする複合動詞
の中から TNC コーパスにおいて生起頻度が高い 2 つの代表的な動詞 (vii) 







loŋ 下る）、方向変化動詞（例：hǎn 向きを変える）、形態変化動詞（例：tɛ̀ɛk 割れ
る）を含め、描写の特定性が比較的高く何らかの目立った特徴のある変化を表す





的な変化事象は動詞句連続体で表されるが（例：thúp cɛɛkan tɛ̀ɛk 花瓶を叩いて花
瓶が割れる）、動詞句連続体の構成素として変化動詞が使われることがある（例：












 1． 不定節表現（例：kaan plìan-plɛɛŋ 変化；tua-prɛɛ 変数）。 
 2． 関係節/補語節表現（例：phaasǎa thîi prɛɛ paj 変化していく言語；rɯ̂aŋ thîi naaŋ 
plɛɛŋ râaŋ pen plaa 彼女が魚に化けた話；plìan sathǎanáphâap khwǎn khɔ̌ɔŋ 
phûu-taaj nán hâj klaaj maa pen phǐi banpháburùt移行してきて先祖霊になるよ
うにその死人の魂の地位を替える、その死人の魂を先祖霊に変える）。 
Ⅱ．単独の動詞（単純動詞あるいは複合動詞）を含む単節の動詞述語表現（例：
plɛɛŋ râaŋ 姿を改変する、化ける；pen plaa 魚になる）。 
Ⅲ．複数の動詞を含む単節の動詞述語表現。変化動詞同士の組み合わせの場合
（例：klaaj pen ɂaj 移行して気体になる、気化する）、第一動詞だけが変化動
詞の場合（例：phǎn nám khâw kèp kàk ɂaw wáj naj phɯ́ɯn-thîi wâaŋ 水を空地に
















 TNC コーパスの検索機能を活用して、6 つの単純動詞と 2 つの複合動詞それぞ
れの使用実態について調査した（検索日 2016 年 4 月 5 日）。各変化動詞の全トー
クン数（表 1）と頻繁に連語として共起する語（表 2）を調べ、さらに各動詞につ
いて無作為抽出した 100 トークンをもとに、学術的（ACADEMIC）談話ジャンル
のトークン数の割合（表 3）、各変化表現の統語形式タイプ（表 4、表 5）、各変化
動詞を含む複合動詞および慣用表現（表 6）を調べた。 
 今回調査した 8 つの変化動詞の TNC コーパス内のトークン数を表 1 に示す。 
 
表 1：各変化動詞のトークン数 
(vi) pen～になる 517,125  
(i) plìan 替わる/替える 14,928  
(vii) plìan-plɛɛŋ 変化する/変化させる 13,630  
(ii) plɛɛŋ 変わる/改変する 2,062  
(v) klaaj 移行する/移行させる 1,366  
(iii) prɛɛ 推移する/推移させる 1,193 
(iv) phǎn 一部移る/一部移す 651  







味になるべく近い短い訳語を選んだ。多義語の(ii) plɛɛŋ、(iv) phǎn、(v) klaaj、(vi) 
pen については、残念ながら意味ごとの検索ができないため、変化動詞用例に
限ったトークン数は分からない。 






 表 1 から以下のことが分かる。第一に、「(vi) pen～になる」を除外すると、「(i) 
plìan 替わる/替える」（14,928）と「(vii) plìan-plɛɛŋ 変化する/変化させる」（13,630）
                                                                 
2 タイ語の出現/消滅/存在動詞（例：kə̀ət 生じる、mòt 尽きる、mii 存在する）は一項動詞で、「出現/消
滅/存在動詞＋出現物/消滅物/存在物を表す不定名詞」という統語形式をとる（例：kə̀ət panhǎa 問題が
起こる、mòt panhǎa 問題が無くなる、mii panhǎa 問題がある）。この事実から筆者は以下のように類推
する。もともと pen は「pen＋性状を表す不定名詞」（例：pen wàt 風邪が現れる、風邪をひく）の形で
性状の出現を表していたのではないか、そして「dâj＋数量名詞句」（例：(sàkkaràat) dâj cèt rɔ́ɔj hâa sìp (あ
る紀元からの年は)750 が現れる、750 に達する）の形で数量の蓄積、出現を表す dâj（高橋・新里 2005；
高橋 2006; Takahashi 2008, 2011）と対照的な出現事象を表す動詞だったのではないか。現代タイ語の










持つ」判定詞である（沢田・コモンワニック 1993）。情報処理の観点から、pen は「‘slow/thought-like/analytic’ 













 表 2 に TNC コーパス内で各変化動詞と連語（直前あるいは直後に生起する語）
として共起するトークン数（括弧内の数字）が特に多い語を示す。多義語である










paj 起動/継続相標識(2,612), plàp 調整する(1,188), chɯ̂ɯ 名前(470), sǐi
色(219), phrɯ́ttikam 行動(219), sɯ̂a-phâa 服(206) 
(ii) plɛɛŋ 変わる/改
変する [区画] 
kaan 名詞化形式(209), pen～になる(151), [thîi din 土地(119)], râaŋ 姿
(119), sǐaŋ 声(66), phêet 性別(62), chǒom 姿(59), khrɯ̂aŋ-mǎaj 記号(56) 
(iii) prɛɛ 推移する/ 
推移させる 
kaan 名詞化形式(392), saphâap 状態(284), paj 起動/継続相標識(125), pen
～になる(83), càɂ 至近相標識/非現実モーダル標識(78), plìan 替わる/替








phlík 翻す(113), kaan 名詞化形式(55), nám 水(55), ŋən お金(56), tua ɂeeŋ





maa 起動/継続相標識(590), dâj 起動相標識/実現モーダル標識(177), 
râaŋ 形体(127), càɂ 至近相標識/非現実モーダル標識(122), [重複記号 
(104)], saphâap 状態(101), phan 品種(84), kɔ̂断定モーダル標識/談話標識
(69), paj 起動/継続相標識(61), kaan 名詞化形式(57), thîi 名詞化形式(50) 





[hùaŋ 気がかり(2,249)], klaaj 移行する (823), [rûuppàtham 具体(690)], 
[câw-phâap 主催者(437)], klàp-klaaj コロリと変わる(388), [laaj-lák 文字 
(368)], [bùt-buntham 養子 (349)], [thîi-phɯ̂ŋ 拠り所 (330)], [tôn-hèet 原
因(317)], [bɛ̀ɛp-yàaŋ 手本(310)], [khon ráj khwaam sǎamâat 能力のない者
(304)], [patipàk 敵(236)] 
(vii) plìan-plɛɛŋ 変
化する/変化させる 
kaan 名詞化形式(7,476), paj 起動/継続相標識(1,543), khɔ̌ɔŋ 属格標識
(1,122), khwaam 名詞化形式(1,115), thaaŋ 方向(866), kɛ̂ɛ-khǎj 改善する




kaan名詞化形式(117), paj起動/継続相標識(49), khwaam名詞化形式(46) 
 
 「(i) plìan 替わる/替える」は起動/継続相標識 paj との共起が圧倒的に多い。複
合動詞「pràp-plìan 調整変更する」としての使用も多い。替えることが多い具体的
なもの（名前、色、行動、服）を表す名詞との共起も多い。「(ii) plɛɛŋ 変わる/改
変する」は名詞化形式 kaan や(vi) pen と共起することが多い。改変できる具体的
なもの（姿、声、性別）を表す名詞との共起も多い。複合名詞「khrɯ̂aŋ-mǎaj-plɛɛŋ-sǐaŋ
移調記号」としての使用も多い。「(iii) prɛɛ 推移する/推移させる」は名詞化形式














い。「(vi) pen～になる」は、先に述べた通り(v) klaaj との共起が多い。複合動詞
「klàp-klaaj コロリと変わる」との共起が多いのは、klàp-klaaj が使われるときに
は必ずと言ってよいほどの高い頻度で「klàp-klaaj＋pen～」という連語形になるか
らではなかろうか。「(vii) plìan-plɛɛŋ 変化する/変化させる」は名詞化形式 kaan、
khwaam との共起が圧倒的に多い。kaan plìan-plɛɛŋ はこの形式固有の意味（包括
的/総称的な「変化」の意味）を持つ語彙化された名詞と見てよいであろう。起動
/継続相標識 paj や属格標識 khɔ̌ɔŋ との共起も多い。もう 1 つの典型的変化動詞「(i) 
plìan 替わる/替える」とは対照的に、抽象度の高い意味を表す名詞や動詞（方向、
行動、社会、構造；改善する）との共起が多いことが特徴である。「行動」は具体
的にも抽象的にも解釈できる概念なので、(i) plìan と(vii) plìan-plɛɛŋ のどちらとも
よく共起するのだろう。「(viii) phǎn-prɛɛ 変転する/変転させる」は名詞化形式
kaan、khwaam と共起することが多い。起動/継続相標識 paj との共起も多い。 






ンルの割合を表 3 に示す。 
 
表 3：無作為抽出した 100 トークンの学術的談話ジャンルの割合 
(iii) prɛɛ 推移する/推移させる 100% 
(vii) plìan-plɛɛŋ 変化する/変化させる 100% 
(iv) phǎn 一部移る/一部移す 83% 
(ii) plɛɛŋ 変わる/改変する 81% 
(viii) phǎn-prɛɛ 変転する/変転させる 80% 
(v) klaaj 移行する/移行させる 67% 
(vi) pen～になる 65% 
(i) plìan 替わる/替える 58% 
 
 (iii) prɛɛ と(vii) plìan-plɛɛŋ は 100 トークンの全て（100%）が学術的談話ジャン
ルのトークンだった。最も学術的談話ジャンルの割合が低かった(i) plìan でも半数
以上の 58 トークン（58%）が学術的談話ジャンルのトークンだった。 
 100 トークンの中で各変化動詞が、Ⅰ不定節表現（名詞句構成素）、Ⅱ単独の動
詞を含む動詞述語表現（単独動詞述語）、Ⅲ複数の動詞を含む動詞述語表現（動詞











示動詞「paj 行く, maa 来る」は起動/継続相標識として機能していると見なし、共
起動詞とはしなかった。 
 
表 4：各変化動詞 100 トークンの統語形式タイプ別のトークン数と具体例 










ปัจจุบนัช่อง 4 เปล่ียนเป็นช่อง 9; 
ไดเ้ปล่ียนการปกครองเป็นระบบ 
สังคมนิยม 






































































































 (vi) pen 以外の動詞はⅠ～Ⅲ全てのタイプで生起していた。pen は「～になる」
という意味ではⅠ名詞句構成素の用法がなかった。「(vii) plìan-plɛɛŋ 変化する/変化
させる」はⅢ動詞句連続体の二項動詞用例（A が B を変化させ B が C になる）は
あったが、Ⅲの一項動詞用例（A が変化し C になる）はなかった。逆に「(viii) 
phǎn-prɛɛ 変転する/変転させる」はⅢの一項動詞用例（A が変転し C になる）は








 Ⅰ名詞句構成素のトークン数が特に多いのは「(iii) prɛɛ 推移する/推移させる」




する/移行させる」（66）である。(v) klaaj と(viii) phǎn-prɛɛ は一項動詞用法（移行
する、変転する）のほうが多いが、(ii) plɛɛŋ と(iv) phǎn は二項動詞用法（改変す
る、一部移す）のほうが多い。(i) plìan、(iii) prɛɛ、(vii) plìan-plɛɛŋ は一項動詞用法
（替わる、推移する、変化する）と二項動詞用法（替える、推移させる、変化さ
せる）のトークン数にあまり差がない。 








































































特に変化動詞の後ろに生起する名詞（表 5）についての特徴である。「(i) plìan 替
















Thepkanjana (2000: 265‒268)が「transitive causative verbs alternating with activity 
verbs 活動相一項動詞と交替する使役二項動詞」と呼ぶ種類あるいは「transitive 
causative verbs alternating with inchoative and stative verbs 起動相一項動詞および状
態相一項動詞と交替する使役二項動詞」と呼ぶ種類のいずれかである。ただし典
型的な使役二項動詞（他動性の高い他動詞）とは異なり、再帰中間態や中間態も
どきの意味を表すことがある。(i) plìan、(ii) plɛɛŋ、(iv) phǎn、(v) klaaj は「tua、kaaj
体、rûup、râaŋ、chǒom 姿、形体、sathǎanáɂ 地位」といった何かの部分や属性を
表す不定名詞を従え再帰中間態の意味を表す（例：klaaj rûup 形を変える）。(i) plìan、




 各変化動詞を含む複合動詞（本稿の考察対象である plìan-plɛɛŋ と phǎn-prɛɛ 以外
の複合動詞）と雑多な慣用表現の類の中で、100 トークンの中に複数（括弧内の
数字）の用例が見つかったものを表 6 に示す。(i) plìan、(iii) prɛɛ、(iv) phǎn、(vii) 
plìan-plɛɛŋ、(viii) phǎn-prɛɛ には複数見つかった複合動詞がある。一方、(v) klaaj、











 考察対象外の複合動詞 雑多な慣用表現の類 











































































 初級で使用頻度の高い典型的変化動詞「(i) plìan 替わる/替える、(vii) plìan-plɛɛŋ
変化する/変化させる」を含む単純な表現（Ⅰ名詞句構成素、Ⅱ単独動詞述語）を
導入し、中級で使用頻度のやや高い変化動詞「(ii) plɛɛŋ 変わる/改変する、(v) klaaj
移行する/移行させる」と「(vi) pen～になる」を含む生起頻度の高い表現（Ⅲ動詞
句連続体）を導入し、上級で使用頻度の低い変化動詞「(iii) prɛɛ 推移する/推移さ
せる、(iv) phǎn 一部移る/一部移す、(viii) phǎn-prɛɛ 変転する/変転させる」を含む
雑多な表現（Ⅰ名詞句構成素、Ⅱ単独動詞述語、Ⅲ動詞句連続体）を導入する。





(i) plìan を含む表現 
Ⅱ独立存在物名詞句+plìan(+起動相/継続相標識 paj/maa)  
(1) chɯ̂ɯ plìan 名前+替わる「名前が(違う名前に)替わる」 
Ⅱ主体名詞句+plìan+対象名詞句 
(2) kháw plìan ŋaan 彼+替える+仕事「彼は仕事を替える」 
(vii) plìan-plɛɛŋ を含む表現 
Ⅰ名詞化形式+plìan-plɛɛŋ 




Ⅱ独立存在物名詞句+plìan-plɛɛŋ(+起動相/継続相標識 paj/maa)  
(4) sǎŋkhom plìan-plɛɛŋ 社会+変化する「社会は変化する」 
Ⅱ主体名詞句+plìan-plɛɛŋ+対象名詞句 




(ii) plɛɛŋ、(v) klaaj、(vi) pen を含む表現 
Ⅲ主体名詞句+plɛɛŋ+対象名詞句+pen+出現物名詞句 
(6) kháw plɛɛŋ khɔ̂ɔ-muun pen khàaw-sǎan 彼+改変する+データ+なる+情報「彼はデー
タを改変しデータが情報になる、彼はデータを情報に変える」 
Ⅲ主体名詞句+klaaj+pen+出現物名詞句  
(7) wátthanátham thaj klaaj pen wátthanátham phasǒm タイ文化+移行する+なる+混合
文化「タイ文化は移行して混合文化になる、タイ文化は混合文化になる」 
Ⅲ主体名詞句+klaaj+不定名詞[姿/形/状態]+pen+出現物名詞句 




(iv) phǎn を含む表現 
Ⅱ主体名詞句+phǎn+対象名詞句 




(10) kháw phǎn tua-ɂeeŋ maa tham ŋaan-khǐan 彼+一部移す+自身+起動相標識+する+
書く仕事「彼は自身を移して物書きの仕事をする、彼は作家に転身する」 
(iii) prɛɛ を含む表現 
Ⅰ名詞化形式/主名詞+prɛɛ 
(11) kaan prɛɛ bɛ̀ɛp tɔ̀ɔ-nɯ̂aŋ 名詞化形式+推移する+～式の+持続する「持続的推移」
(viii) phǎn-prɛɛ を含む表現 
Ⅰ名詞化形式/主名詞+phǎn-prɛɛ 





変化動詞と pen 非現実補語節（～になるように）を含む表現 
Ⅱ主体名詞句+変化動詞(+対象名詞句)+非現実補語節化標識 hâj+pen+出現物名詞句




補語節化標識 hâj)+ pen+出現物名詞句 
(14) kháw plɛɛŋ khɔ̂ɔ-muun càak khɔ̂ɔ-muun A hâj pen khɔ̂ɔ-muun B「彼は B データにな




(15) rûup-bɛ̀ɛp kaan rian-rúu plìan càak kaan rian bɛ̀ɛp sɯ̂ŋ nâa naj rooŋ-rian sùu kaan 




表現については、(i) plìan と(vii) plìan-plɛɛŋ の一項動詞用法(1)(4)と二項動詞用法
(2)(5)の両方を提示し、(vi) pen を除き、変化動詞は自他同形であることを教える。
このとき、位置変化/方向変化/形態変化動詞などにも自他同形があることに言及











共起形）を導入する。まず(vi) pen を従える(ii) plɛɛŋ の二項動詞用法(6)を教え、次
に(vi) pen を従える(v) klaaj の一項動詞用法(7)と、(ii) plɛɛŋ / (v) klaaj が不定名詞を
従える慣用的な二項動詞用法(8)を教える。 
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